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香川県におけるマクラギヤスデの初記録 
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種の記録 

Cryptodesmidae シロハダヤスデ科 

Niponia nodulosa Verhoeff, 1931 

マクラギヤスデ（写真 1） 

標本  のと海洋ふれあいセンター節足動物標本

（NMCI-AR）1179，成体（8 齢）♂1 個体，体長 16.7 

mm，体幅 3.9mm．幼体（7 齢）5 個体，体長 10.6－

12.7mm，体幅 2.6－3.0mm．幼体（6 齢）4 個体，体

長 7.2－7.8mm，体幅 1.7－1.8mm．香川県坂出市

府中町（34.2746372N，133.9225260E），2026 年 4

月 1日，徒手，角田啓斗・有村拓真・鹿島 稜・中島

妙子・豊田賢治採集． 

種の特徴 

成体の体長は 16.7mm，体長は体幅の 4.3 倍，生殖

肢は野球のグラブ状，といった形態形質から，桒原

（2022）に従いマクラギヤスデに同定された． 

備考 

検討標本は倒木の下から得られた．本種は国内に

おいて，北海道から琉球列島にかけて広く分布する

一方，埼玉県以北および愛媛県は外来分布である

と考えられている（桒原，2022）．四国地方では徳島

県，愛媛県，高知県から記録がある（角田ほか，

2026）．これまで香川県からの記録はなく，本報によ

り新たに香川県に分布することが確認された． 
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写真１ Niponia nodulosa マクラギヤスデ 成体♂（NMCI-AR 1179） 
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